
  

   JETRO山梨 ＆ JICA横浜・共催  

  アフリカセミナー 

  日本企業の海外事業展開先としてのアフリカの紹介 
 

 

 

 

 

 

日時 2020年１月29日（水）（13:00受付開始）13:30–16:50（終了後、懇親会） 

会場 山梨県国際交流協会・大会議室（山梨県甲府市飯田2-2-3 電話055-228-5419） 

主催 独立行政法人 日本貿易振興機構（JETRO）山梨貿易情報センター 

独立行政法人 国際協力機構（JICA）横浜センター 

プログラム 13:30 開会挨拶 

日本貿易振興機構（JETRO）山梨貿易情報センター 所長 河野将史 

国際協力機構（JICA）横浜センター 総務課 企画役 池上宇啓 

 

13:40 アフリカのstart up（新規事業投資）の現状およびケニアの経済概況 

    日本貿易振興機構（JETRO）山梨貿易情報センター 係長  山田研司 

（前 日本貿易振興機構（JETRO）ナイロビ事務所 所員） 

 

14:10 民間企業のアフリカへの展開にかかるJICAの支援 

国際協力機構（JICA）横浜センター総務課 企画役 池上宇啓 

 

(14:40～14:50 休憩） 

 

14:50 アフリカ展開に取り組む企業事例① 

     JICA事業を活用してケニアへの事業展開をめざす 

落合刃物工業（株）の取組み 

落合刃物工業株式会社 貿易部 部長 和田充広 氏 

 

15:20 アフリカ展開に取り組む企業事例② 

JICA事業を活用してタンザニアへの事業展開を実現した 

                            （株）トロムソの取組み 

        株式会社トロムソ 代表取締役社長 上杉正章 氏 

 

(15:50～16:00 休憩） 

 

 16:00  ザンビアにおける現地人材の技術レベルについて 

             ～ODA等を活用した宝飾加工技術指導の経験から～ 

        貴石彫刻オオヨリ 大寄智彦 氏 

     （甲州水晶貴石細工伝統工芸⼠, 宝石加工・ジュエリーマスター） 

 

16:30～16:50 質疑応答（全体） 

 

16:50～17:50 意見交換会（懇親会・参加料無料） 

      情報交換などの場として是非ご活用ください。 

 

 

この度、JETRO山梨とJICA横浜は、アフリカ市場への進出にご関心のある山梨県内外の企業を対象に、標記セ

ミナーを共催いたします。セミナーでは、アフリカへの海外からの投資状況や、日本からの関心も高いケニアの

経済概況、JETROおよびJICAの日本企業の海外展開支援事業の紹介と、実際に制度を活用された民間企業を招

きその取り組み事例、ザンビアでの宝飾加工指導を通した現地の産業人材の技術レベルについての発表の後、意

見交換会（懇親会）を開催致します。 

アフリカ以外にもジェトロ・JICAを活用して海外事業を考えている企業・団体の皆様のご参加も歓迎致しますの

で、是非ご参加ご検討ください。 



 

お申し込み方法等は別紙をご覧ください。 

 

落合刃物工業株式会社 

（本社：静岡県 HP:http://www.ochiai1.co.jp/contribution/index.html） 

2019 年に創業 100 周年を迎えた茶摘機・茶園管理機の製造・販売を行っている企業。日本一の茶生産地静岡県にある菊川市に

位置し、人が手で茶葉を摘む優しさをいかにして機械で実現させるかを前提に、シーズン時期に刻々と変わる相場と競争のよ

うにお茶を摘む茶農家のニーズに、いかに効率よい、きめの細かい製品を開発し提供するかに努めている。 

近年、同社では、海外展開をめざし、茶葉生産量世界第３位でありながら、茶葉の栽培・収穫の機械化が進まず高品質な茶葉

生産ができないケニアで、摘採機や荒茶製造ライン、仕上機の導入をめざし、地元静岡県の他の２社（寺田製作所株式会社、

企業組合 静岡機器製作所）と共同企業体を組み JICA「中小企業・SDGs ビジネス支援事業」に応募し採択。現在、「現地茶

葉競争力向上のための蒸製緑茶生産技術」の「普及・実証・ビジネス化事業」調査に取組中。 

株式会社トロムソ 

（本社：広島県 HP:https://tromso.co.jp/） 

2007 年に設立された「もみ殻固形燃料製造装置」の製造・販売を行う広島県尾道市の企業。収穫を終えた稲田に山積みさ 

れていた籾殻を農家が処分に困っていることを知ったのが契機となり、籾殻をすりつぶし圧縮・加熱することで、化石燃料や 

薪の代替燃料となるクリーンな固形燃料を製造する装置を開発。国内での販売を経て、海外展開のため JICA「中小企業・SDGs 

ビジネス支援事業」の「案件化調査」を活用し、アフリカ有数の米生産国で、薪利用による森林伐採も深刻なタンザニアでも

「もみ殻固形燃料製造装置」の有用性を確認。その後、同国内での製造販売を目指して「普及・実証・ビジネス化事業」に取り

組んだ後、同国での販売を実現。現在は同国のほかにナイジェリアでの販売実績も挙げている。 

大寄 智彦 氏 

（貴石彫刻オオヨリ：山梨県 HP:http://ohyori.com/） 

祖父の代から続く甲府市の貴石彫刻オオヨリ3代目。甲州水晶貴石細工伝統工芸⼠、宝石加工・ジュエリーマスターの資格を有

し、山梨県立宝石美術専門学校の非常勤講師も務める。 

また、JICA「中小企業・SDGsビジネス支援事業」のザンビアでの「半貴石加工技術による小規模事業者の収益向上案件化調

査」に外部人材として参画し、甲府の宝飾加工技術の海外展開の可能性をめぐる調査にも参加。 


